
平成30年（2018年）11月２日

編集　議会報編集委員会
〒254-8686　神奈川県平塚市浅間町９番１号
電話　0463-23-1111（市役所代表）・21-8791（議会局直通）
FAX　0463-24-4151

発行　平塚市議会

第207号

　

ま
た
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
除
去
を
伴
う
場
合
、
自

主
的
な
道
路
後
退
に
対
す
る
物

件
補
償
や
生
け
垣
を
設
置
す
る

場
合
の
補
助
を
割
り
増
し
す
る

制
度
も
新
設
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
補
助
制
度
な
ど
の

拡
大
は
、
32
年
３
月
ま
で
の
時

限
的
な
措
置
と
な
り
ま
す
。

　

質
疑
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
の
全
市
的
な
点
検
の
必
要
性

や
、
打
音
や
金
属
探
知
機
に
よ

る
詳
細
な
点
検
へ
の
考
え
、
除

去
す
る
際
の
手
続
き
の
簡
素

化
、
市
民
へ
の
効
果
的
な
啓
発

方
法
な
ど
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
一
般
会
計
補
正

予
算
で
は
、
当
初
予
算
で
措
置

で
き
な
か
っ
た
経
費
や
不
足
が

見
込
ま
れ
る
経
費
な
ど
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

採
決
で
は
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

基
金
条
例
を
制
定

　

平
塚
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

基
金
を
設
置
す
る
た
め
の
条
例

が
提
案
さ
れ
、
全
員
異
議
な
く

可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
金
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
担
い
手
を
育
成
し
、
市
民
活

動
団
体
や
事
業
者
な
ど
の
相
互

の
交
流
と
連
携
の
促
進
を
図

り
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
財
源
と
な
り
ま
す
。

放
課
後
児
童
支
援
員
の

資
格
要
件
を
改
正

　

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格

要
件
な
ど
を
改
め
る
た
め
、
条

例
の
改
正
が
提
案
さ
れ
、
全
員

異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
て
い
な

い
人
で
も
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
で
５
年
以
上
の
実
務
経
験
が

あ
り
、
市
長
が
適
当
と
認
め
た

場
合
に
は
、
放
課
後
児
童
支
援

員
と
な
る
た
め
の
基
礎
資
格
を

有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　

馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

30
年
10
月
31
日
か
ら
33
年
３

月
31
日
ま
で
、
サ
カ
タ
の
タ
ネ

グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
・
湘
南
ベ

ル
マ
ー
レ
Ｓ
Ｃ
共
同
事
業
体
が

運
営
・
管
理
を
行
い
ま
す
。

人
事
案
件
に
同
意

　

行
政
委
員
を
任
命
又
は
選
任

す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
員

異
議
な
く
同
意
し
ま
し
た
。

●
教
育
委
員
会
委
員

　

目
黒
博
子
氏
（
西
八
幡
二
丁

　

目
）

●
公
平
委
員
会
委
員

　

鈴
木
宏
昌
氏
（
東
京
都
調
布

　

市
）

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

委
員

　

芦
川
恭
子
氏
（
四
之
宮
二
丁 

　

目
）

「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
倒
壊
予
防
策

補
助
金
」
は
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
を
除
去
す
る
費
用
を

補
助
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

除
去
費
用
の
２
分
の
１
か
つ
上

限
15
万
円
を
補
助
す
る
現
行
制

度
に
加
え
、
市
民
税
が
非
課
税

世
帯
の
場
合
は
、
除
去
費
用
の

全
額
か
つ
上
限
30
万
円
を
補
助

す
る
制
度
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
30
年
６
月
の
大
阪
北
部

を
震
源
と
す
る
地
震
で
は
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊
に
よ
る

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
の
安
全
対
策
を
図
る
た

め
、
今
定
例
会
に
補
助
制
度
を

拡
充
す
る
た
め
の
補
正
予
算
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

増
額
補
正
の
提
案
が
あ
っ
た
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平成30年９月 市議会定例会
　

平
塚
市
議
会
は
、
平
成
30
年
８
月
27
日
か
ら
９
月
20
日
ま
で
、
25
日
間
の
会
期
で
９
月
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
30
年
度
補
正
予
算
や
条
例
の
一

部
改
正
、
人
事
案
件
な
ど
23
案
件
が
提
出
さ
れ
、
こ
の
う
ち
29
年
度
決
算
の
認
定
な
ど
に
関
す
る

４
案
件
を
除
く
19
案
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
決
算
の
認
定
な
ど
に
関
す
る
議
案
は
、
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
今
定
例
会
後
の

閉
会
中
に
継
続
し
て
審
査
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
※
議
案
と
審
議
の
結
果
は
８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

危
険
な
塀
の
除
去
へ
補
助
制
度
を
拡
充

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

「
み
ん
な
で
楽
し
く
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
体
験
。」

花
菜
ガ
ー
デ
ン
で
は
、
農
業
や
園
芸
な
ど
を
楽
し
く
学
べ
る

講
座
が
多
数
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

［戸籍及び住民基本台帳事業］
●新たな窓口受付番号システムを導入するため
　の経費 ………………………………… 464万円
［市民活動普及啓発事業］
●平塚市協働のまちづくり基金を創設するため
　の経費 ……………………………… 2,343万円
［母子・父子福祉推進事業］
●母子生活支援施設への入所措置費… 245万円
［農業振興対策補助事業］
●収益力強化に向けた施設整備への助成経費 
 ……………………………………… 4,861万円
［児童生徒就学援助事業］
●就学援助を目的とした新入学用品費の支給時
　期変更に関する経費 ………………… 609万円

一般会計補正予算の一部を紹介 ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
積
み
塀
な
ど

　
　
倒
壊
予
防
策
補
助
金
の
増
額
を
議
論

適切なブロック塀とは？
　ブロック塀の基準は、建築基準法施行令に定められてい
ます。ここではその概要を紹介します。

①高さが地盤から2.2m以下。
②厚さが15cm以上（高さが2m
　以下の場合は10cm以上。)
③長さ3.4m以下ごとに高さ
　の5分の1以上突出した控
　え壁がある。
④コンクリートの基礎がある。
⑤ひび割れや傾きがない。
⑥塀の中に鉄筋が入っている。

※詳細や石積み塀の基準は、
　市ホームページをご覧くだ
　さい。

①高さ

⑥鉄筋

②厚さ

⑤ひび割れ
　傾き

③控え壁

④基礎

出典：パンフレット「地震からわが家を守ろう」
　　　日本建築防災協会2013.1から一部改
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総括
問
　
中
学
校
昼
食
検
討
委
員
会

の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
中
学

校
の
完
全
給
食
実
施
に
向
け
て

本
格
的
な
内
部
検
討
を
始
め
る

の
か
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
社
会
構
造
と
生
活
様
式

が
変
化
し
て
い
る
現
在
、
学
校

に
お
け
る
昼
食
の
重
要
度
は
増

し
て
お
り
、
完
全
給
食
を
実
施

す
べ
き
と
判
断
し
た
。
今
後
、

報
告
書
の
提
言
を
基
本
に
、
庁

内
関
係
部
局
で
実
現
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
　
実
施
に
当
た
り
、
ど
の
よ

う
な
方
式
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長
　
提
言
に
あ
る
共
同
調
理

場
方
式
に
よ
る
完
全
給
食
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
ど
の
程
度
の
予
算
規
模
を

見
込
ん
で
い
る
か
。

学
校
教
育
部
長
　
今
の
段
階
で

数
字
を
示
す
の
は
難
し
い
。

問
　
数
年
前
ま
で
は
20
％
か
ら

30
％
で
あ
っ
た
県
内
の
完
全
給

食
の
実
施
率
は
、
こ
こ
数
年
で

70
％
程
度
と
、
実
施
の
方
向
で

９
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
が

必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

問
　
清
風
ク
ラ
ブ
で
も
中
学
校

給
食
の
実
現
に
向
け
て
近
隣
自

治
体
の
視
察
を
重
ね
て
き
た
。

実
現
に
向
け
て
動
き
出
す
こ
と

は
大
変
う
れ
し
く
思
う
。
１
年

で
も
早
く
で
き
る
よ
う
に
進
め

て
ほ
し
い
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
共
同
調
理
場
に
よ
る
完

全
給
食
を
実
施
す
る
た
め
に
ど

の
よ
う
に
課
題
を
捉
え
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
、
そ

清
風
ク
ラ
ブ

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
含
め
て
教

育
委
員
会
に
指
示
し
、
し
っ
か

り
と
進
め
て
い
き
た
い
。

相
模
小
学
校
の
移
転

問
　
相
模
小
学
校
の
移
転
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

市
長
　
現
在
、
建
設
費
を
算
出

す
る
た
め
の
積
算
業
務
や
法
令

に
基
づ
く
手
続
き
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
土
地
区
画
整
理
組

合
と
建
設
予
定
地
の
地
権
者
と

の
間
で
の
協
議
が
進
み
、
用
地

取
得
の
契
約
に
向
け
た
準
備
を

行
っ
て
い
る
。
今
年
度
中
の
用

地
取
得
に
向
け
た
取
り
組
み
を

問　
「
街
の
顔
」
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
。
本
市
の
中
心
市
街
地

は
、
江
戸
時
代
に
東
海
道
平
塚

宿
と
し
て
栄
え
、
明
治
時
代
以

降
は
平
塚
駅
を
中
心
に
商
業
環

境
が
発
展
し
、
七
夕
ま
つ
り
に

代
表
さ
れ
る
文
化
と
伝
統
を

持
っ
た
地
域
で
あ
る
。
し
か

し
、
近
年
の
都
市
間
競
争
や
車

社
会
の
進
展
に
伴
う
郊
外
の
開

発
、
産
業
活
動
の
停
滞
、
高
齢

化
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、
中
心

市
街
地
の
空
洞
化
が
進
ん
で
い

る
。
そ
の
中
で
、
長
年
の
課
題

で
あ
っ
た
見
附
台
周
辺
地
区
の

再
整
備
が
動
き
出
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
本
市
の
財
政

に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
事
業
手
法
な
ど
の

見
直
し
を
行
い
、
平
成
29
年
２

月
に
見
附
台
周
辺
地
区
土
地
利

中
学
校
給
食
実
施
に
向
け
て

数
田 

俊
樹 

議
員

見
附
台
か
ら
中
心
街
活
性
化

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
決
定

片
倉 

章
博 
議
員

　今定例会では、16人の議員が議
案や市政を問う「総括質問」を行
いました。
　詳しい質問内容は、会議録をご
覧ください。

★�質問者の文責により質問と答弁の要
旨を掲載しています。

８/27～９/20・会期25日間
9月 定例会概要

８月27日　本会議（第１日）
●�市長提出議案の上程、提案説明
９月５日～１0日　本会議（第2～５日）
●�総括質問
●�決算特別委員会の設置
９月１2日～１3日　常任委員会
●�12日　総務経済常任委員会
　　　　都市建設常任委員会
●�13日　環境厚生常任委員会
　　　　教育民生常任委員会
９月20日　本会議（第６日）
●�市長提出議案の討論、表決
●��市長提出議案（追加議案）の上程、
　提案説明、表決

動
き
始
め
て
い
る
。
各
自
治
体

の
予
算
規
模
な
ど
の
デ
ー
タ
を

参
考
に
し
な
が
ら
進
め
て
も
ら

い
た
い
が
、
実
施
に
当
た
っ
て

は
現
在
の
東
部
と
北
部
の
共
同

調
理
場
と
中
学
校
給
食
を
合
わ

せ
た
共
同
の
施
設
を
検
討
す
る

と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

学
校
教
育
部
長
　
東
部
と
北
部

の
共
同
調
理
場
の
建
築
年
次
は

そ
れ
ぞ
れ
昭
和
40
年
代
、
50
年

代
で
あ
り
、
築
50
年
に
至
ろ
う

と
し
て
い
る
建
物
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
建
物
の
更
新
と
中
学
校

給
食
を
合
わ
せ
て
の
検
討
と
な

れ
ば
非
常
に
大
き
な
話
に
な
る

が
、
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。

問
　
東
部
と
北
部
の
共
同
調
理

場
で
約
９
千
食
を
担
い
、
中
学

校
給
食
で
は
約
７
千
食
を
見
込

ん
で
い
る
。
共
同
の
施
設
を
造

る
場
合
、
敷
地
面
積
は
ど
の
く

ら
い
必
要
に
な
る
か
。

学
校
教
育
部
長
　
仮
定
で
の
話

に
な
る
が
他
市
の
事
例
か
ら
約

進
め
、
取
得
後
は
工
事
発
注
に

向
け
た
手
続
き
を
進
め
た
い
。

問
　
用
地
取
得
が
済
ん
で
い
な

い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

都
市
整
備
部
長
　
約
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
学
校
用
地
を
保
留
地

と
し
て
組
合
か
ら
市
に
売
却
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
家
屋

移
転
は
進
ん
で
い
る
が
、
現
在

の
家
に
住
ん
だ
ま
ま
新
し
い
仮

換
地
先
に
家
を
建
て
、
そ
の
後

元
の
家
を
壊
し
、
更
地
に
す
る

た
め
、
少
し
時
間
が
掛
か
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
今
年
度
中
に

は
解
決
す
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
い
ず
れ
に
し
て
も
今
年
度

中
に
は
合
意
形
成
が
図
れ
、
も

ろ
も
ろ
全
て
建
設
に
向
け
た
動

き
が
図
れ
る
と
い
う
認
識
で
よ

い
か
。

学
校
教
育
部
長
　
教
育
委
員
会

で
は
、
建
築
に
向
け
て
の
設
計

や
、
都
市
計
画
、
建
築
確
認
な

ど
の
手
続
き
を
進
め
て
お
り
、

こ
の
部
分
は
年
度
内
に
確
実
に

進
む
と
考
え
て
い
る
。
土
地
の

取
得
の
状
況
は
、
都
市
整
備
部

長
か
ら
の
答
弁
の
と
お
り
で
あ

り
、
そ
れ
ら
の
条
件
が
ク
リ
ア

に
な
れ
ば
即
座
に
土
地
取
得
の

手
続
き
を
進
め
て
い
く
。

用
計
画
の
改
訂
整
備
方
針
を
策

定
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、

（
仮
称
）
新
文
化
セ
ン
タ
ー
整

備
と
見
附
台
周
辺
地
区
を
含
む

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出

の
た
め
、
30
年
７
月
に
事
業
者

の
募
集
を
開
始
し
た
。

問　
崇
善
公
民
館
と
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
の
複
合
施
設
整
備
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
来
年
４
月
の

供
用
開
始
を
目
指
し
８
月
か
ら

本
格
的
な
工
事
が
始
ま
っ
た
。

年
内
に
は
外
観
が
完
成
し
、
年

明
け
か
ら
は
内
装
と
外
構
の
工

事
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
現
在
市
民
セ
ン
タ
ー
と
崇

善
公
民
館
が
あ
る
Ａ
２
ブ
ロ
ッ

ク
と
、
錦
町
駐
車
場
が
あ
る
Ｃ

ブ
ロ
ッ
ク
に
求
め
る
民
間
収
益

施
設
の
考
え
方
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
民
間
収
益
施

設
は
中
心
市
街
地
へ
の
波
及
効

果
も
考
え
、
近
隣
住
民
の
日
常

的
な
利
用
と
合
わ
せ
、
集
客
や

に
ぎ
わ
い
創
出
に
寄
与
す
る
業

務
・
商
業
機
能
や
カ
フ
ェ
、
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
飲
食
機
能
な

ど
の
提
案
を
期
待
し
て
い
る
。

問　
そ
の
施
設
は
１
、
２
階
に

カ
フ
ェ
な
ど
の
店
舗
が
並
ぶ
商

業
施
設
が
あ
り
、
上
階
に
宿
泊

施
設
な
ど
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

う
。

都
市
整
備
部
長
　
民
間
事
業
者

の
考
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
一

つ
の
考
え
で
あ
る
と
思
う
。

問　
見
附
台
周
辺
地
区
整
備
事

業
を
起
爆
剤
と
捉
え
、
中
心
市

街
地
と
の
連
携
を
進
め
る
こ
と

が
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
中
心
市
街
地

の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
中
心

商
店
街
だ
け
で
は
な
く
集
客
の

核
と
な
る
見
附
台
周
辺
地
区
や

駅
西
口
が
連
携
し
、
回
遊
性
を

高
め
て
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
事
業
者

の
募
集
に
当
た
っ
て
は
、
見
附

台
周
辺
地
区
と
中
心
商
店
街
と

の
連
携
施
策
や
見
附
台
周
辺
地

区
、
中
心
商
店
街
、
駅
西
口
と

の
連
続
性
の
確
保
な
ど
の
提
案

を
誘
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中

心
市
街
地
全
体
の
に
ぎ
わ
い
の

創
出
と
回
遊
性
の
実
現
に
よ
る

活
性
化
を
目
指
し
て
い
く
。

中
心
市
街
地 

ビ
ジ
ョ
ン
策
定

問　
新
た
な
中
心
市
街
地
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
地
域
住
民
や

商
業
者
が
主
体
と
な
っ
た
駅
周

辺
の
活
性
化
と
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
平
塚
駅
周

辺
地
区
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

問　

中
心
市
街
地
の
活
性
化

は
、
平
塚
商
工
会
議
所
や
市
、

議
会
が
同
じ
認
識
で
加
速
的
に

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
市
長
の
思
い
を
伺
う
。

市
長
　
中
心
市
街
地
は
「
平
塚

の
顔
」
で
あ
り
、
に
ぎ
わ
い
を

も
っ
て
本
市
の
玄
関
口
と
し
て

繁
栄
し
て
も
ら
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
平
塚
商
工
会
議
所
と

も
話
を
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議 長 ダ イ ア リ ー

平塚市議会議長

山原 栄一

　議長の出席した主な会議
などをお知らせします。（８月～10月）

◦�８月１日　全国施行時特例市議会議
長会総会
◦�８月２日　都市行政問題研究会総会
◦�８月６日　石田小稲葉線並びに東浅
間大島線整備促進協議会委員会
◦�８月22日　３市３町広域行政推進協
議会総会
◦�８月28日　鈴川改修整備促進及び石
田小稲葉線整備促進に関する要望活
動
◦�10月18日　神奈川県市議会議長会定
例会・正副議長研修会
◦�10月25日～26日　全国競輪主催地議
会議長会臨時総会

見附台から中心市街地活性化

市 議 会
ホームページ
市議会に関する
情報はこちら
から。
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英
語
で
学
べ
る
ま
ち

問　
市
長
は
、
河
野
外
務
大
臣

と
の
対
談
で
「
英
語
を
学
ぶ
」

か
ら
「
英
語
で
学
ぶ
」
に
し
た

い
と
発
言
し
、
大
臣
も
英
語
力

を
養
う
た
め
に
は
、
多
く
の
時

間
、
英
語
に
触
れ
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
発
言
し
て
い
る
。

「
英
語
で
学
べ
る
ま
ち
」
を
目

指
す
に
は
、
外
国
人
英
語
指
導

者
の
増
員
が
必
要
で
あ
り
、
積

極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
。
見
解
を
伺
う
。　

教
育
指
導
担
当
部
長
　
英
語
に

触
れ
る
機
会
を
充
実
す
る
こ
と

と
あ
わ
せ
て
、
授
業
を
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
す
る
た

め
、
外
国
人
英
語
指
導
者
を
更

に
増
員
し
、
訪
問
時
間
数
を
増

や
し
た
い
。

問　
本
市
に
は
、
東
海
大
学
と

神
奈
川
大
学
が
あ
り
、
そ
の
人

材
を
活
用
し
英
語
教
育
の
充
実

に
向
け
た
連
携
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
国
際
理

解
教
育
の
推
進
を
図
る
こ
と
、

更
に
は
身
近
な
人
材
活
用
に
よ

る
国
際
交
流
と
い
う
視
点
で
、

大
変
意
義
の
あ
る
活
動
と
考
え

て
い
る
。
今
後
の
交
流
の
進
め

方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

問　
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
と
の

交
流
の
中
で
、
英
語
教
育
の
充

実
に
向
け
た
取
り
組
み
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
昨
年
度

か
ら
土
沢
中
学
校
と
港
小
学
校

に
お
い
て
、
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和

国
と
の
交
流
が
進
ん
で
お
り
、

英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
ろ
う
と
す
る
姿
が
見
ら

れ
た
。
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
を
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
味
わ
う

こ
と
が
、
外
国
語
学
習
へ
の
大

き
な
原
動
力
に
な
る
。

問　
国
際
化
が
進
む
中
、
本
市

か
ら
世
界
へ
羽
ば
た
く
子
供
た

ち
が
増
え
る
こ
と
は
す
て
き
な

こ
と
か
と
思
い
質
問
し
た
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
世
界
の
共
通
語
は
英
語

で
あ
り
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
英
語

に
触
れ
、
慣
れ
る
機
会
を
多
く

つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
き
っ
か
け
に
、
本
市
の
子
供

た
ち
が
英
語
に
慣
れ
親
し
め
る

環
境
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
私

の
役
目
と
考
え
る
。
大
き
く
世

界
に
羽
ば
た
い
て
も
ら
う
た
め

に
、
英
語
で
学
べ
る
環
境
整
備

が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

エ
ア
コ
ン
設
置

問　
中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
、
こ

の
夏
の
猛
暑
を
考
え
れ
ば
、
設

置
を
前
倒
し
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
現
在
、
来
年

の
夏
休
み
明
け
か
ら
エ
ア
コ
ン

が
使
用
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

る
が
、
前
倒
し
工
事
が
可
能
か

検
討
し
て
い
く
。

問　
未
設
置
の
特
別
教
室
及
び

体
育
館
へ
の
設
置
も
必
要
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
未
設
置
の
特

別
教
室
は
利
用
状
況
を
把
握

し
、
準
備
を
進
め
る
。
体
育
館

へ
の
設
置
は
大
変
難
し
い
が
、

施
工
実
例
の
調
査
、
研
究
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
農
業
の

活
性
化　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進　

地
域
医
療
福

祉
拠
点
整
備
モ
デ
ル
地
区
構
想

（
高
村
地
区
）

問
　
真
田
・
北
金
目
地
区
に
お

け
る
バ
ス
路
線
の
開
設
に
向
け

た
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

副
市
長
　
平
塚
駅
と
東
海
大
学

前
駅
を
結
ぶ
新
規
路
線
の
開
設

に
つ
い
て
は
、
想
定
経
路
の
一

部
に
道
路
改
良
の
必
要
が
あ
る

た
め
、
整
備
状
況
を
見
極
め
、

引
き
続
き
バ
ス
事
業
者
と
協
議

し
て
い
く
。
ま
た
、
既
存
バ
ス

路
線
の
再
編
に
よ
る
バ
ス
運
行

の
可
能
性
も
相
談
し
て
い
く
。

問
　
真
田
・
北
金
目
地
区
へ
の

子
育
て
支
援
施
設
の
設
置
に
向

け
た
進
捗
状
況
を
伺
う
。

副
市
長
　
子
育
て
支
援
施
設
で

あ
る
「
つ
ど
い
の
広
場
」
の
事

業
者
を
７
月
に
募
集
し
、
８
月

に
優
先
交
渉
権
者
が
決
定
し

た
。
現
在
、
年
内
の
開
設
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問
　
真
田
・
北
金
目
地
区
で
の

保
育
ニ
ー
ズ
の
認
識
と
待
機
児

童
解
消
の
見
通
し
を
伺
う
。

副
市
長
　
未
就
学
児
童
が
増
加

傾
向
に
あ
り
、
こ
こ
数
年
は
保

育
ニ
ー
ズ
の
高
い
状
況
が
続
く

と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
、
市

内
で
保
育
所
を
運
営
す
る
法
人

真
田
・
北
金
目
地
区
の
人
口
増
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

子
育
て
世
代
か
ら

「
選
ば
れ
る
ま
ち
」

黒
部 

栄
三 

議
員

須
藤 

量
久 

議
員

と
新
た
な
受
け
皿
の
確
保
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
て
お
り
、
早

期
に
待
機
児
童
が
解
消
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
真
田
・
北
金
目
地
区
に
お

け
る
児
童
数
の
増
加
へ
の
対
応

と
生
徒
数
の
見
通
し
を
伺
う
。

副
市
長
　
み
ず
ほ
小
学
校
は
８

教
室
を
増
築
す
る
予
定
で
あ

る
。
金
目
中
学
校
の
生
徒
数
も

増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
使
用
し
て

い
る
教
室
を
普
通
教
室
な
ど
に

転
用
す
る
こ
と
で
対
応
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン 

の

普

及

促

進

問
　
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

普
及
状
況
と
課
題
を
伺
う
。

防
災
危
機
管
理
部
長
　
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
自
宅
か
ら
河

川
や
避
難
場
所
ま
で
の
距
離
な

ど
を
考
慮
し
、
台
風
な
ど
の
際

に
個
人
や
家
庭
が
取
る
べ
き
行

動
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
本

市
で
は
相
模
川
沿
川
の
地
区
を

対
象
に
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

を
作
成
す
る
洪
水
対
策
図
上
訓

練
を
11
月
に
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。
来
年
度
以
降
は
金
目
川

の
洪
水
が
予
想
さ
れ
る
地
区
に

も
広
げ
て
い
く
。
市
民
に
よ
る

主
体
的
な
避
難
行
動
に
結
び
付

く
か
が
課
題
で
あ
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
健
康
都

市
ひ
ら
つ
か　

サ
イ
ク
ル
シ

テ
ィ
ひ
ら
つ
か　

エ
ド
テ
ッ
ク

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

総務経済
　議案２案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第66号　平成30年度平塚市
一般会計補正予算
　農林水産業費の担い手総合対
策事業で、農業次世代人材投資資
金の事業の目的と内容を伺う。
　次世代を担う人材に対する投
資をする資金である。就農直後の
新規就農者に年１５０万円、夫婦申
請では１.５倍の２２５万円を最長５年
間交付することで、次世代の農業
を担う意欲のある農業者を育成、
確保することを目的としている。
今年６月に個人１人が、要件であ
る認定新規就農者となり、資金の
利用を希望したので下半期分の7５
万円を増額補正する。

　地域で新しい農業者を育てて
いく取り組みが必要ではないか。
　体制の中には農業委員や農地
利用最適化推進委員なども入っ
て、年４回のフォローアップを
行っている。農薬や肥料の使い方
など具体的な指導をしている。
　農業振興対策補助事業につい
て、産地パワーアップ事業推進補
助金の目的や事業内容を伺う。
　２7年のＴＰＰ（環太平洋パー
トナーシップ）協定の大筋合意を
踏まえ、産地としての高収益化に
向けた取り組みを総合的に支援す
るために始まった国の事業であ
る。機械のリース導入に対する経
費や施設整備に必要な経費などを
補助対象としており、今回計上し
た補正予算は施設整備に対する補
助となる。

都市建設
　議案７案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第66号　平成30年度平塚市
一般会計補正予算
　建築指導費の補正で、危険な
ブロック塀などを除去する費用を
助成し安全対策を図る。関連し
て、市の点検作業では金属探知機
による点検も必要ではないか。
　現在は外観検査を行ってお
り、ひび割れや傾きを確認してい
る。また、高さや厚さなどの計測
をしている。金属探知機を使用す
ればより詳細な点検ができるので
今後購入し確認をしていきたい。
　ブロック塀等倒壊予防策補助
金は、どのような人に対して補助
の対象を広げるのか。

　市民税が非課税の世帯に対し
て上限額などを拡充する。早期に
なかなか手を付けられない人に対
して補助をする。
　公園費の補正で、生け垣設置
の補助金をどう拡充するのか。
　現在は、生け垣設置の施工費
の２分の１、又は１メートル当た
り３千円のいずれか低い金額を上
限１０万円で補助している。これ
を、危険なブロック塀などの除去
が伴う場合には、施工費の２分の
１、又は１メートル当たり６千円
のいずれか低い金額を上限3０万
円で補助していく。
　補正予算額が控えめである
が、何件分を想定しているのか。
　ブロック塀を撤去して生け垣
を設置するケースは過去になかっ
たので、５件分の計上とした。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。

声や点字の
議会だより

　目の不自由な方に市議会の
活動状況をお伝えするため、
議会だよりの内容を音声化し
た「声の議会だより」を発行
しています。また、点字版も
発行しています。

問い合わせ
議会局 ☎21-8791

清風クラブ 所 属 議 員

佐藤 貴子 議員 野崎 審也 議員 諸伏 清児 議員 坂間 正昭 議員
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問
　
記
念
碑
や
銅
像
な
ど
の
台

座
設
置
物
の
安
全
点
検
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
台
座
設
置
物
は
、
13
の

小
・
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
構
造
な
ど
を
精
査
し
、
安

全
性
の
確
保
を
検
討
し
た
い
。

問
　
通
学
路
は
防
犯
や
防
災
に

関
す
る
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
見
直
す
考
え
は
あ
る
か
。

市
長
　
現
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
交

通
安
全
面
の
み
に
特
化
し
て
い

る
。
防
犯
、
防
災
面
を
一
体
に

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

問
　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
安
全

対
策
に
関
す
る
補
助
制
度
拡
大

は
、
平
成
32
年
３
月
ま
で
の
時

限
的
措
置
で
あ
る
が
、
期
間
を

延
長
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
短
期

間
で
集
中
的
に
行
い
た
い
。
申

請
状
況
に
応
じ
考
え
て
い
く
。

問
　
空
き
家
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
の
対
策
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
補
助

制
度
は
利
用
で
き
な
い
の
で
適

正
管
理
を
お
願
い
し
て
い
く
。

問
　
災
害
協
定
を
結
ぶ
企
業
か

ら
情
報
を
提
供
し
て
も
ら
う
考

え
も
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
建
設

業
協
会
や
建
築
士
会
な
ど
と
相

談
し
て
い
き
た
い
。

問
　
体
育
館
な
ど
の
窓
に
貼
っ

た
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
は
調
査

や
貼
り
替
え
が
必
要
で
あ
る
。

現
況
と
対
応
を
伺
う
。

市
長
　
一
部
の
学
校
は
貼
り
替

え
の
時
期
に
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
の
改
修
で
は
飛
散

防
止
と
遮
熱
効
果
を
持
つ
フ
ィ

ル
ム
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
幼
稚
園
の
保
育
室
や
生
徒

数
の
多
い
学
校
の
特
別
教
室
に

は
、
授
業
数
に
見
合
っ
た
エ
ア

コ
ン
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
。

教
育
の
公
平
性
か
ら
、
格
差
の

な
い
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長
　
ひ
ば
り
幼
稚

園
は
増
設
を
考
え
て
い
る
。
さ

く
ら
、
金
目
幼
稚
園
は
エ
ア
コ

ン
以
外
の
簡
易
的
な
冷
房
機
器

な
ど
の
配
備
を
考
え
た
い
。
ま

た
、
中
学
校
は
来
年
度
に
普
通

教
室
と
合
わ
せ
特
別
教
室
に
も

設
置
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

第
２
教
室
に
当
た
る
特
別
教
室

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

中
学
校
昼
食
検
討
委
員 

会
報
告
書
を
受
け
て

問
　
中
学
校
給
食
の
実
現
は
、

相
模
小
学
校
の
移
転
が
具
体
的

に
な
ら
な
い
と
前
に
進
ま
な
い

と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

市
長　
中
学
校
の
完
全
給
食
実

施
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
の

で
、
速
や
か
に
具
体
的
な
検
討

を
し
て
い
き
た
い
。

問
　
共
同
調
理
場
は
新
た
に
建

設
す
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長
　
調
理
場
は
建

物
も
老
朽
化
し
、
設
備
も
傷
ん

で
い
る
。
小
学
校
の
分
と
合
わ

せ
て
造
る
か
、
別
々
に
造
る
か

を
即
座
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
が
外
出 

し
た
く
な
る
街
に

問
　
健
康
な
状
態
と
要
介
護
状

態
の
中
間
的
な
段
階
で
あ
る
フ

レ
イ
ル
を
予
防
す
る
事
業
の
取

り
組
み
内
容
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
65
歳
以
上
の
高
齢

者
を
対
象
に
「
知
る
」「
予
防

す
る
」「
改
善
す
る
」
の
観
点

か
ら
事
業
を
実
施
し
、
フ
レ
イ

ル
予
防
セ
ミ
ナ
ー
や
出
張
フ
レ

イ
ル
講
座
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
住
民
の
支
え
合
い

に
よ
る
介
護
予
防
を
推
進
す
る

た
め
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の

養
成
も
考
え
て
い
る
。

問
　
南
部
福
祉
会
館
の
施
設
整

備
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長
　
良
好
な
状
態
で
長

く
使
え
る
よ
う
計
画
的
な
修
繕

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

自
転
車
走
行
の
安
全 

対
策
の
取
り
組
み

問
　
損
害
賠
償
保
険
加
入
を
義

務
付
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

交
通
政
策
担
当
部
長
　
県
の
条

例
制
定
の
動
き
を
注
視
す
る
。

問
　
幼
児
・
児
童
用
の
自
転
車

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
助
成
事
業

は
対
象
を
拡
大
し
な
い
の
か
。

交
通
政
策
担
当
部
長
　
65
歳
以

上
の
高
齢
者
へ
の
拡
大
に
つ
い

て
、
協
議
を
進
め
て
い
く
。

公
明
ひ
ら
つ
か

教
育
環
境
の

安
全
性
確
保
の
推
進
を

小
笠
原 

千
惠
美 

議
員

問
　
本
市
の
産
業
振
興
計
画
が

持
続
可
能
な
開
発
目
標
で
あ
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に
向
け

た
役
割
を
い
か
に
果
た
し
て
い

く
の
か
。

副
市
長
　
平
塚
市
産
業
振
興
計

画
２
０
２
４
（
素
案
）
で
は
、

本
市
産
業
の
更
な
る
発
展
の
た

め
、
７
つ
の
基
本
方
針
と
21
の

施
策
を
設
け
産
業
振
興
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
本
市
の
持
続
的
な
経
済

成
長
に
向
け
た
取
り
組
み
が
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
複
数
の
目
標
達
成
に

向
け
た
役
割
を
果
た
す
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問
　
本
市
の
目
指
す
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
は
何
で
、
そ
の
主
体

は
誰
で
あ
る
の
か
。

副
市
長
　
本
市
の
強
み
を
生
か

す
こ
と
で
、
新
た
な
価
値
や
仕

事
が
創
出
さ
れ
る
動
態
を
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
定
義
し
、
主
体

は
基
本
的
に
企
業
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

問
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
さ
ま
ざ
ま
な

項
目
の
中
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
が
隠
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
中
小
企
業
の
経
営
者
に

周
知
し
、
浸
透
を
図
っ
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
例
え
ば
平
塚

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
の
活

動
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
で

あ
る
が
、
社
会
人
の
人
材
育
成

の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
企
業

メ
ン
バ
ー
を
対
象
に
勉
強
会
を

開
催
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
め
る

こ
と
で
伝
わ
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
産
業
活
性
化
セ
ミ

ナ
ー
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
上

げ
、
商
品
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

化
を
図
る
な
ど
の
話
が
あ
っ

持
続
可
能
な
経
済
成
長
と
新
た
な

産
業
振
興
を
目
指
し
て

秋
澤 

雅
久 

議
員

相
模
小
学
校

平
成
34
年
４
月
開
校
を
目
指
し
て

鈴
木 

晴
男 

議
員

た
。
こ
の
よ
う
に
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
で
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
浸
透

さ
せ
て
い
き
た
い
。

問
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る
上

で
、
本
市
職
員
の
教
育
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長
　
産
業
振
興
計

画
作
成
時
に
、
漁
業
、
農
業
も

含
め
て
全
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
関
連

す
る
と
認
識
し
て
い
る
。
事
業

者
と
活
動
す
る
な
か
で
、
更
に

自
ら
も
考
え
方
を
深
め
て
い
く

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き

た
い
。

相
模
小
学
校
移
転
の 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

問
　
用
地
が
更
地
に
な
ら
な
い

と
工
事
費
の
予
算
を
議
会
に
上

程
で
き
な
い
と
思
う
が
、
12
月

議
会
に
間
に
合
う
の
か
。

問
　
中
小
企
業
に
Ｉ
Ｔ
の
導
入

や
使
い
方
に
つ
い
て
教
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
う

が
、
見
解
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
商
工
会
議
所

や
金
融
機
関
が
研
修
を
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
と
連
携
し
な
が

ら
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
を
周
知
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
平
塚
市

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
（
改
定

素
案
）
に
つ
い
て　

す
べ
て
の

市
民
が
生
き
生
き
と
働
け
る
ま

ち
を
目
指
し
て　

就
労
支
援

学
校
教
育
部
長
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
順
番
に
考
え
て
い
く
と
、

12
月
議
会
に
間
に
合
う
か
ぎ
り

ぎ
り
の
状
況
で
あ
り
、
難
し
い

面
も
あ
る
と
思
う
。

問
　
12
月
議
会
に
間
に
合
わ
な

い
と
、
継
続
費
又
は
債
務
負
担

行
為
と
し
て
来
年
の
６
月
議
会

へ
の
上
程
が
最
短
に
な
る
と
思

う
。
工
事
着
工
か
ら
約
２
年
間

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
平
成
34
年
４
月
の
開
校
が

一
番
常
識
的
な
時
期
に
な
る
と

思
う
が
見
解
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
そ
の
可
能
性

は
非
常
に
高
い
と
思
う
。

問
　
児
童
は
転
校
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
環
境
が
変
化
す
る
わ
け

で
あ
る
。
負
担
を
考
え
る
と
、

こ
の
２
年
間
の
建
設
期
間
で
ソ

フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
両
面
で
児
童

に
配
慮
し
た
対
応
を
し
て
ほ
し

い
が
見
解
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
緩
や
か

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、
検

討
委
員
会
の
中
で
も
意
見
を
も

ら
い
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
新
し
い
相
模
小
学
校
と
、

そ
こ
に
隣
接
す
る
大
神
公
民
館

と
の
整
合
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

社
会
教
育
部
長
　
今
回
の
議
会

の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
の
中

で
、
大
神
公
民
館
の
外
構
な
ど

の
整
備
設
計
委
託
料
を
計
上
し

て
い
る
。
新
し
い
相
模
小
学
校

の
外
構
な
ど
も
意
識
し
た
設
計

を
予
定
し
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
現
相
模

小
学
校
跡
地
利
用　

発
達
障
害

の
早
期
発
見
と
「
客
観
性
」 

「
信
頼
性
」「
納
得
」
が
得
ら 

れ
る
「
か
お
Ｔ
Ｖ
」
導
入
に
つ 

い
て

永田 美典 議員伊東 尚美 議員

公明ひらつか 所 属 議 員

●委員会の活動● 行政視察の報告

　議会では他自治体の先進事例を研究するため、行政視察
を実施しています。６月定例会で承認を得た四つの委員会
が、閉会中に行政視察を行いました。

総務経済常任委員会　　　（８月２日～３日）

●滋賀県草津市……�草津ブランドの取り組み
●大阪府東大阪市…�都市農業の取り組み

都市建設常任委員会　　　（７月30日～31日）

●兵庫県芦屋市……�無電柱化に向けた取り組み
●滋賀県大津市……�大津湖岸なぎさ公園

環境厚生常任委員会　　　（７月11日～12日）

●福島県伊達市……「�健幸都市」の取り組み
●宮城県仙台市……�杜の都環境プラン　仙台市環境基本

計画２０１１－２０２０〔改訂版〕

教育民生常任委員会　　　（７月17日～18日）

●大阪府池田市……�不登校対策
●奈良県生駒市……�学力向上の実践的な取り組み

※�詳しい視察内容を記載した報告書は、市役所本館８階�
の議会図書室や５階の市政情報コーナーでご覧いただ�
けます。
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ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
事
業
と 

新
幹
線
新
駅
に
つ
い
て

問
　
事
業
の
進
捗
状
況
と
街
が

形
成
さ
れ
る
時
期
、
進
出
企
業

の
開
業
予
定
を
伺
う
。

市
長
　
平
成
30
年
度
末
ま
で
に

は
総
事
業
費
約
２
１
９
億
円
の

う
ち
６
割
以
上
を
執
行
す
る
予

定
で
あ
る
。
34
年
度
に
公
共
施

設
の
整
備
工
事
が
完
了
し
、
街

が
形
成
さ
れ
る
。
進
出
企
業
は

イ
オ
ン
モ
ー
ル
、
大
和
ハ
ウ
ス

工
業
、
三
井
不
動
産
、
信
濃
運

輸
、
日
本
Ｇ
Ｌ
Ｐ
の
５
社
で
、

建
設
に
向
け
た
調
整
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
開
業
ま
で
の
予
定

は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一

般
的
な
建
設
期
間
は
着
工
か
ら

１
、
２
年
程
度
で
あ
る
。

問
　
新
幹
線
新
駅
は
本
当
に
で

き
る
の
か
。

市
長
　
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
は
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
開
業
し
、

東
海
道
新
幹
線
の
ダ
イ
ヤ
構
成

に
余
裕
が
生
ま
れ
れ
ば
新
駅
設

置
の
余
地
が
高
ま
る
と
い
う
認

識
が
示
さ
れ
て
い
る
。

問
　
新
駅
を
造
る
の
に
ど
の
く

ら
い
の
費
用
が
掛
か
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
過
去
の
事
例

で
は
約
２
５
０
億
円
で
あ
る
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
　
30
年
度
の
保
育
所
等
保
育

士
就
職
支
援
貸
付
金
の
利
用
状

況
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
現
在
５

人
の
利
用
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
保
育
士
１
人
の
確
保
で
、

何
人
の
児
童
を
見
込
め
る
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
０
歳
児

ク
ラ
ス
で
あ
れ
ば
３
人
、
１
歳

児
ク
ラ
ス
で
あ
れ
ば
４
人
の
受

け
入
れ
に
つ
な
が
る
。

問
　
10
人
の
保
育
士
を
確
保
で

き
れ
ば
、
本
市
の
待
機
児
童
は

ゼ
ロ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
単
純
計

算
で
は
難
し
い
部
分
も
あ
る
が

理
論
上
は
今
年
度
当
初
の
待
機

児
童
34
人
の
解
消
が
図
れ
る
。

中
学
校
普
通
教
室
へ
の 

エ
ア
コ
ン
設
置

問
　
来
年
の
夏
休
み
明
け
よ
り

前
に
エ
ア
コ
ン
が
使
用
で
き
る

よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
現
在
は
夏
休
み
を
利

用
し
た
工
事
計
画
で
あ
る
が
、

前
倒
し
が
可
能
か
検
討
す
る
。

問
　
中
学
校
は
小
学
校
の
約
半

数
で
あ
る
。
業
者
を
投
入
し
、

工
期
を
短
く
で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長
　
学
校
現
場
か

ら
の
意
見
も
踏
ま
え
、
前
向
き

な
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

中
学
校
の
完
全
給
食

問
　
中
学
校
昼
食
検
討
委
員
会

か
ら
の
提
言
を
受
け
、
ど
の
よ

う
な
見
解
か
。

教
育
長
　
学
校
に
お
け
る
昼
食

の
重
要
度
は
増
し
て
お
り
、
完

全
給
食
の
実
施
を
判
断
し
た
。

問
　
現
在
の
中
学
校
の
昼
食
時

間
は
ど
の
く
ら
い
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
15
分
か

ら
20
分
で
あ
る
。

問
　
給
食
に
な
る
と
、
配
膳
や

後
片
付
け
の
時
間
が
必
要
で
あ

る
。
日
課
な
ど
へ
の
影
響
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

学
校
教
育
部
長
　
中
学
校
給
食

を
実
施
し
て
い
る
全
国
の
中
学

校
で
は
で
き
て
い
る
の
で
、
そ

こ
も
勘
案
し
て
日
課
を
ど
う
変

え
れ
ば
よ
い
か
検
討
す
る
。

買
い
物
弱
者
へ
の
対
策

問
　
地
域
の
小
売
店
舗
な
ど
の

閉
店
で
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

は
買
い
物
に
大
変
な
苦
労
を
し

て
い
る
。
買
い
物
を
サ
ポ
ー
ト

年
間
を
通
し
て 

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
望
む

問
　
現
在
の
待
機
児
童
に
対
す

る
フ
ォ
ロ
ー
の
内
容
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
８
月
１

日
時
点
の
待
機
児
童
数
は
１
０

４
人
で
あ
る
。
入
所
の
希
望
時

期
に
か
か
わ
ら
ず
、
随
時
、
相

談
を
受
け
付
け
、
早
期
入
所
に

向
け
た
対
応
に
努
め
て
い
る
。

問
　
保
育
需
要
の
多
い
地
域
へ

の
対
応
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
花
水
台

保
育
園
を
民
間
に
よ
り
新
園
整

備
す
る
こ
と
で
定
員
増
加
を
図

る
。
ま
た
、
駅
周
辺
及
び
大
野

地
区
で
は
小
規
模
保
育
事
業
の

事
業
者
を
募
集
し
、
平
成
31
年

度
の
開
所
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
る
。
真
田
・
北
金
目
地

区
で
は
早
期
の
施
設
整
備
に
向

け
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

保
育
士
の
働
き
や
す
い 

環

境

整

備

問
　
労
働
条
件
、
実
質
賃
金
の

向
上
が
重
要
で
あ
る
。
処
遇
の

改
善
を
検
証
し
て
い
る
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
本
市
で

は
、
１
歳
児
ク
ラ
ス
に
お
け
る

保
育
士
の
配
置
を
国
の
基
準
を

上
回
る
も
の
と
し
、
保
育
環
境

の
向
上
と
保
育
士
の
負
担
軽
減

に
努
め
て
い
る
。
賃
金
は
国
の

新
し
い
方
策
が
実
施
さ
れ
一
定

の
進
展
は
あ
る
が
、
国
や
県
に

要
望
を
続
け
て
い
る
。
改
善
の

実
施
は
賃
金
改
善
実
績
報
告
書

に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

問
　
市
独
自
の
処
遇
改
善
策
の

内
容
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
29
年
度

に
最
大
１
０
０
万
円
の
貸
付
金

す
る
バ
ス
の
運
行
を
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
こ
の
課
題
は
、
市

内
全
体
の
公
共
交
通
の
在
り
方

と
し
て
検
討
し
て
い
る
。
し
か

し
、
地
域
福
祉
の
観
点
か
ら
各

地
域
の
事
情
や
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
対
策
と
手
段
の
検
討
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現

在
、
第
４
期
の
地
域
福
祉
計
画

を
策
定
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
住

民
主
体
の
地
域
内
移
送
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
形
で
各
地
域
の
買

い
物
や
通
院
な
ど
の
支
援
が
で

き
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
市
長
３

期
目
へ
の
思
い　

児
童
・
生
徒

を
い
か
に
守
る
か　

城
島
分
庁

舎
の
地
域
活
用

湘南フォーラム 所 属 議 員

府川 正明 議員内堀 祐一 議員

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
民
の
た
め
に
着
実
に

し
っ
か
り
と
前
に
進
め
よ
う

小
泉 

春
雄 

議
員

子
育
て
施
策
や
学
校
ト
イ
レ
の
洋

式
化
、
町
内
福
祉
村
な
ど
を
問
う

出
村 

光 

議
員

制
度
を
創
設
し
た
。
30
年
度
か

ら
は
、
４
月
以
降
に
正
規
保
育

士
と
し
て
就
労
開
始
し
た
人
を

対
象
に
、
１
年
間
で
最
大
12
万

円
を
交
付
す
る
。
３
年
目
ま
で

を
対
象
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

教
育
委
員
会
に
問
う

問
　
今
年
度
末
ま
で
の
学
校
ト

イ
レ
の
洋
式
化
率
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
44
・
０
％
の

洋
式
化
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
避
難
所
の
開
設
率
が
高
い

地
域
の
学
校
体
育
館
を
優
先
し

て
改
修
し
て
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
部
長
　
改
修
は
学
校

を
利
用
す
る
全
て
の
人
の
た
め

の
事
業
で
あ
る
の
で
、
貴
重
な

意
見
と
し
て
受
け
止
め
る
。

町
内
福
祉
村
に
つ
い
て

問
　
金
田
地
区
な
ど
で
施
設
が

狭
い
な
ど
の
声
が
あ
る
。
対
策

を
考
え
て
い
る
か
。

福
祉
部
長
　
地
域
福
祉
の
推
進

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
コ
ス
ト
面

に
も
考
慮
し
検
討
し
て
い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
ひ
ら
つ

か
海
岸
エ
リ
ア
魅
力
ア
ッ
プ

チ
ャ
レ
ン
ジ
（
湘
南
海
岸
公
園　

龍
城
ケ
丘
プ
ー
ル
跡
地　

津
波

避
難
施
設
）　

相
模
小
学
校
移

転　

中
学
校
と
幼
稚
園
の
エ
ア

コ
ン
設
置　

給
食
費
の
未
納
と

公
会
計
化　

市
内
の
安
全
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀

環境厚生
　議案５案件は全て原案どおり可
決すべきもの、請願２件は全て継
続審査と決定しました。
○議案第56号　平塚市放課後児童
健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改
正する条例
　今回の条例改正で、放課後児
童支援員の資格要件を新設する
が、該当者は何人いるのか。
　市内にある放課後児童クラ
ブでは１人の対象者を確認して
いる。
○議案第66号　平成30年度平塚市
一般会計補正予算
　衛生費の資源循環庶務事業を
増額補正するが、どの施設の高濃
度ＰＣＢ廃棄物を処理するのか。

　環境事業センターや旧本庁
舎、豊原分庁舎、平塚競輪場など
合計13施設から排出されたコンデ
ンサーの処理を行う。
○議案第67号　平成30年度平塚市
国民健康保険事業特別会計補正予
算
　国民健康保険の医療費通知書
の発送回数を増やすため増額補正
するが、発送回数が年２回となっ
た理由を伺う。
　所得税法の改正を受けて県内
の自治体で話し合いが持たれ、当
初は年１回の発送とした。その後
確定申告の関係で問い合わせがあ
り、対応が間に合わないのではな
いかという話が出た。市町村で調
整し、年２回とすることにした。
今回の補正予算では、２回目分を
計上した。

教育民生
　議案５案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第66号　平成30年度平塚市
一般会計補正予算
　総務費の戸籍及び住民基本台
帳事業で、４６3万５千円を増額補
正して窓口受付番号システムを導
入するが、メリットを伺う。
　各窓口で順番を引いてもらう
発券のシステムである。待ち時間
や待ち人数などを窓口やウェブで
表示し、市民へ情報提供できる。
また、複数の窓口に用件がある人
は、最初の窓口で２か所目以降の
予約ができる。手間が省け、時間
を短縮できると考えている。
　いつから導入し、どのように
市民へ周知するのか。

　12月にテスト稼働し、来年１
月からの本稼働を予定している。
11月の広報やホームページ、チラ
シなどで案内していく。
　債務負担行為補正で、５年間
12億９千万円の限度額を設定する
窓口業務の包括的業務委託につい
て、対象の窓口には現在どのくら
いの職員を配置しているのか。
　委託を想定している業務範囲
で、市民課19人、保険年金課27人
の正規職員が配置されている。
　自治体窓口を専門にしている
人材派遣会社などがあるようであ
るが、本当に法的な知識を持って
いるのか。
　全国で20％弱の自治体が委託
をしており、一定程度専門の知識
を持つ業者が複数あると認識して
いる。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。
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財

政

状

況

を 

ど
う
分
析
す
る

問　
本
市
は
経
常
収
支
比
率
が

90
％
を
超
え
、
財
政
の
硬
直
化

が
続
い
て
い
る
と
強
調
し
て
い

る
。
75
％
か
ら
80
％
が
適
正
と

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

さ
れ
て
い
る
が
、
約
30
年
前
の

見
方
で
あ
る
。
こ
の
見
方
を
変

え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長　
こ
の
比
率
は

財
政
の
弾
力
性
を
示
す
代
表
的

な
指
標
で
、
そ
の
変
化
に
基
づ

き
改
善
の
努
力
を
し
て
い
く
。

問　
今
回
の
決
算
で
一
番
注
目

し
て
い
る
の
は
将
来
負
担
比
率

で
あ
る
。
前
回
が
16
・
７
％
、

今
回
が
27
・
４
％
で
あ
る
。
こ

の
２
年
で
比
率
が
大
き
く
上
昇

し
て
い
る
が
、
原
因
は
何
か
。

企
画
政
策
部
長　
小
・
中
学
校

の
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
の
債
務

負
担
額
の
増
加
と
充
当
可
能
な

基
金
の
減
少
が
要
因
で
あ
る
。

問　
公
債
費
の
ピ
ー
ク
は
平
成

33
年
か
ら
35
年
で
50
億
円
か
ら

56
億
円
に
な
る
と
し
て
い
る
。

今
後
、
相
模
小
学
校
な
ど
の
大

型
の
建
設
事
業
が
あ
る
。
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
。

企
画
政
策
部
長　
整
備
時
期
が

未
定
の
状
況
で
は
将
来
負
担
比

率
の
算
出
は
難
し
い
が
、
市
債

の
借
り
入
れ
と
公
債
費
の
バ
ラ

ン
ス
に
留
意
し
、
将
来
世
代
へ

の
負
担
を
軽
減
し
て
い
く
。

問　
扶
助
費
の
増
加
に
伴
う
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
本
市

の
社
会
保
障
や
扶
助
費
に
関
す

る
施
策
へ
の
考
え
方
を
伺
う
。

市
長　
本
市
の
扶
助
費
は
こ
の

10
年
間
で
１
０
０
億
円
以
上
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。
効
率
的

で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
に
よ

り
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
社
会

保
障
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

問　
兵
庫
県
明
石
市
で
は
、
子

育
て
支
援
の
集
中
的
な
施
策
に

よ
り
、
子
育
て
世
代
の
人
口
が

増
え
、
税
収
も
増
え
て
い
る
。

本
市
も
子
育
て
支
援
に
力
を
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長　
子
育
て
支
援

は
関
係
部
署
で
協
議
を
し
な
が

ら
進
め
て
お
り
、
更
に
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
童
保
育
関
係
の 

条

例

改

正

問　
放
課
後
児
童
支
援
員
の
役

割
は
児
童
の
自
主
性
、
社
会
性

及
び
創
造
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
で
あ
る
。
支
援
員
の
基
礎
資

格
に
は
高
い
レ
ベ
ル
を
求
め
て

い
た
が
、
今
回
の
条
例
改
正
に

よ
る
資
格
要
件
の
拡
大
で
、
支

援
員
全
体
の
レ
ベ
ル
を
引
き
下

げ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
従
来
の

基
準
を
満
た
さ
な
い
人
に
も
能

力
の
高
い
人
が
お
り
、
そ
の
よ

う
な
人
を
引
き
上
げ
て
い
く
た

め
の
改
正
で
あ
る
と
考
え
る
。

医
療
施
設
誘
致
を

問　
大
神
地
区
へ
の
医
療
施
設

の
誘
致
を
地
元
自
治
会
と
約
束

し
、
20
年
が
経
つ
。
こ
れ
ま
で

に
３
代
の
市
長
が
交
わ
し
た
覚

書
や
合
意
書
、
確
認
書
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

子
育
て
支
援
策
の
充
実
で
、
子
育

て
世
帯
の
人
口
増
と
、
税
収
増
も

渡
辺 

敏
光 

議
員

リ
ト
ア
ニ
ア
と
の
交
流

問　
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
に
教

育
視
察
団
を
派
遣
す
る
目
的
や

派
遣
経
費
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
カ
ウ
ナ
ス
市
、
ア
リ
ー

ト
ゥ
ス
市
と
今
後
の
交
流
内
容

な
ど
に
つ
い
て
教
育
関
係
者
と

共
通
理
解
を
図
る
。
教
育
長
以

下
４
人
を
派
遣
し
、
経
費
は
１

４
０
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
秋
田
県
や
福
井
県
な
ど
の

先
進
都
市
に
教
員
が
行
っ
た
方

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国

の
教
育
事
情
を
理
解
し
本
市
の

教
育
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

問　
本
市
の
教
育
に
生
か
す
と

は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

教
育
長　
教
育
関
係
者
と
の
情

報
交
換
な
ど
に
よ
り
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
実
行
で
き
る
。

問　
１
４
０
万
円
あ
れ
ば
サ

ン
・
サ
ン
ス
タ
ッ
フ
を
増
員
で

き
る
。
大
金
を
使
っ
て
ま
で
行

く
必
要
が
あ
る
か
。

教
育
長　
学
校
現
場
も
人
的
資

源
の
充
実
を
望
ん
で
お
り
、
教

育
委
員
会
も
予
算
を
投
入
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
学
校
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
る
。

問　
ひ
ら
つ
か
リ
ト
ア
ニ
ア
交

流
推
進
実
行
委
員
会
平
成
29
年

度
決
算
書
の
旅
費
約
１
９
8
万

円
、
歓
迎
会
な
ど
の
食
糧
費
約

２
３
6
万
円
の
内
容
を
伺
う
。

市
長　
旅
費
は
リ
ト
ア
ニ
ア
共

和
国
へ
の
渡
航
費
１
人
分
約
31

万
円
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の

受
け
入
れ
時
宿
泊
費
約
１
２
５

万
円
を
支
出
し
て
い
る
。
食
糧

費
は
訪
問
団
受
け
入
れ
時
に
約

19
万
円
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
視
察
受
け
入
れ
時
に
約
12
万

円
、
カ
ウ
ナ
ス
市
教
育
訪
問
団

受
け
入
れ
時
に
約
17
万
円
、
テ

平
塚
自
民
ク
ラ
ブ

ス
ト
キ
ャ
ン
プ
時
に
約
１
５
１

万
円
を
支
出
し
て
い
る
。

問　
募
金
収
入
26
万
８
７
０
６

円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
推
進
担
当
部
長　
大
半

が
本
市
の
職
員
か
ら
の
募
金
で

あ
る
。
事
業
を
実
施
で
き
な

か
っ
た
の
で
繰
り
越
し
た
。

問　
募
金
は
当
該
年
度
で
使
う

も
の
で
は
な
い
か
。
事
業
が
な

い
の
に
繰
り
越
す
の
は
お
か
し

い
。
使
わ
な
い
で
市
の
委
託
金

で
や
り
く
り
し
よ
う
と
す
る
意

図
で
は
な
い
か
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
推
進
担
当
部
長　
募
金

の
使
い
道
に
つ
い
て
、
実
行
委

員
会
な
ど
で
検
討
し
た
い
。

問　
30
年
度
予
算
の
本
市
か
ら

の
負
担
金
１
５
０
０
万
円
は
、

金
額
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長　
交
流
が
本
市
に
と
っ
て

重
要
で
あ
る
と
思
い
、
予
算
を

計
上
し
て
い
る
。
今
後
も
取
り

組
み
を
し
っ
か
り
進
め
た
い
。

駅
西
口
再
開
発
の
提
案

問　
駅
西
口
再
開
発
・
再
整
備

の
位
置
付
け
を
伺
う
。

市
長　
優
先
度
が
高
く
、
重
点

的
に
整
備
す
べ
き
地
区
と
位
置

付
け
て
い
る
。
見
附
台
周
辺
地

区
な
ど
と
連
携
し
て
回
遊
性
を

持
た
せ
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

中
学
校
昼
食
検
討
委
員

会
報
告
書
に
つ
い
て

問　
中
学
校
給
食
実
施
の
報
告

書
を
受
け
、
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長　
前
回
の
検
討
以
降
、

社
会
構
造
や
生
活
様
式
の
変
化

か
ら
、
学
校
に
お
け
る
昼
食
の

重
要
度
は
増
し
て
お
り
、
完
全

給
食
の
実
施
を
判
断
し
た
。

問　
財
政
的
に
大
事
業
と
な
る

が
、
近
々
に
実
施
で
き
る
か
。

市
長　
何
年
後
と
答
弁
で
き
な

い
が
、
課
題
に
対
し
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
取
り
組
み
た
い
。

見
附
台
周
辺
地
区
整
備

問　
市
有
地
の
定
期
借
地
権
と

い
う
手
法
で
１
３
２
億
円
の
市

の
債
務
保
証
を
付
け
た
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
入
札
は
応

募
が
一
者
で
も
成
立
す
る
の

か
。
決
定
後
、
地
域
と
の
協
議

の
機
会
が
必
要
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
一
者
で
も
選

定
委
員
会
で
総
合
的
に
判
断

し
、
決
定
後
は
市
民
へ
の
説
明

や
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け
、

反
映
で
き
る
内
容
は
事
業
者
に

求
め
て
い
く
。

員
が
読
ん
だ
と
お
り
で
あ
る
。

問　
市
が
作
成
し
た
報
告
書
に

責
任
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

市
が
国
土
交
通
省
に
提
出
し
た

報
告
書
の
お
か
げ
で
、
こ
の
事

業
の
正
体
が
判
明
し
た
。
施
設

の
実
態
は
店
舗
で
あ
り
道
の
駅

で
あ
る
。
市
が
報
告
書
に
書
い

て
い
る
か
ら
間
違
い
な
い
。
市

は
今
ま
で
何
度
も
海
岸
エ
リ
ア

に
道
の
駅
を
つ
く
る
こ
と
を
計

画
し
、
頓
挫
し
続
け
て
き
た
。

龍
城
ケ
丘
プ
ー
ル
跡
地
一
帯
に

大
規
模
な
施
設
を
つ
く
り
た
く

て
も
つ
く
る
こ
と
が
不
可
能
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
可
能
に
し

た
の
が
昨
年
の
法
改
正
に
よ
る

面
積
要
件
の
緩
和
で
あ
る
。
不

可
能
で
あ
っ
た
大
規
模
施
設
の

建
設
を
可
能
に
す
る
手
段
と
し

て
、
こ
の
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ‒

Ｐ
Ｆ
Ｉ

制
度
を
利
用
し
て
、
市
の
長
年

の
悲
願
で
あ
る
道
の
駅
の
よ
う

な
施
設
の
建
設
を
実
現
す
る
こ

と
が
、
こ
の
事
業
の
真
の
目
的

で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
最

も
合
理
的
で
あ
る
と
思
う
が
、

見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
決
し
て
道
の

駅
を
つ
く
る
も
の
で
は
な
い
。

問　
今
の
答
弁
を
ど
の
よ
う
に

評
価
す
る
か
は
、
公
園
と
は
名

ば
か
り
の
道
の
駅
の
よ
う
な
大

型
施
設
が
つ
く
ら
れ
て
し
ま
う

こ
と
を
一
番
不
安
に
思
っ
て
い

る
地
域
の
人
た
ち
が
決
め
る
こ

と
で
あ
る
。
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ‒

Ｐ
Ｆ

Ｉ
制
度
の
本
来
の
目
的
は
、
公

園
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
で
あ

る
。
建
て
ら
れ
な
い
建
物
を
建

て
る
た
め
の
手
段
で
は
な
い
。

本
来
の
目
的
を
逸
脱
し
た
事
業

に
理
念
な
ど
な
い
。
理
念
の
な

い
事
業
が
地
元
の
賛
同
を
得
ら

れ
る
わ
け
が
な
い
。
説
明
会
や

意
見
交
換
会
を
や
れ
ば
や
る
ほ

ど
不
安
が
増
長
す
る
だ
け
で
あ

る
。
地
域
と
の
信
頼
関
係
な
く

し
て
事
業
は
で
き
な
い
と
い
う

６
月
議
会
の
答
弁
は
何
で
あ
っ

た
の
か
。
残
念
な
が
ら
市
の
こ

の
事
業
の
進
め
方
に
対
し
て
、

地
域
の
人
た
ち
は
不
信
感
し
か

持
っ
て
い
な
い
。
３
年
前
の
道

の
駅
の
失
敗
か
ら
何
も
学
ん
で

い
な
い
。
同
じ
こ
と
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
こ
の
現
状
を
き
ち

ん
と
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
。

そ
し
て
、
不
信
感
を
持
つ
理
由

に
真
正
面
か
ら
き
ち
ん
と
向
き

市
長　
地
元
の
切
な
る
願
い
な

ど
を
含
ん
だ
重
い
内
容
の
も
の

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
市
が
責
任
を
果
た
す
た
め

に
は
、
市
民
病
院
が
大
神
地
区

で
診
療
行
為
を
行
う
こ
と
も
必

要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　
現
状
も
不
足
し
て
い
る

医
師
や
看
護
師
な
ど
の
確
保
に

加
え
、
施
設
や
医
療
機
器
な
ど

の
整
備
費
が
負
担
と
な
る
た
め

厳
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。

合
っ
て
ほ
し
い
。
一
度
立
ち
止

ま
っ
て
地
域
と
の
信
頼
関
係
を

再
構
築
す
る
と
こ
ろ
か
ら
再
度

や
り
直
す
こ
と
を
勧
め
る
。
見

解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
本
当
に
公
園

を
つ
く
っ
て
良
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
よ
う
な
公
園
を
、
一
緒
に

意
見
交
換
し
な
が
ら
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

行
・
財
政
改
革

金
子 

修
一 

議
員

平塚自民クラブ 所 属 議 員

臼井 照人 議員 吉野 和美 議員

　議会だよりの１面に掲載する写
真を募集しています。
　詳しくは議会局
までご連絡くださ
い。

１面写真を募集

舗
と
し
て
想
定
し
た
上
で
必
要

と
な
る
駐
車
場
台
数
を
算
定
す

る
と
書
い
て
あ
る
が
ど
う
な
の

か
。

都
市
整
備
部
長　
そ
の
件
は
議

問　
龍
城
ケ
丘
プ
ー
ル
跡
地
の

公
園
整
備
事
業
に
関
し
て
、
市

が
作
成
し
た
報
告
書
に
は
、
特

定
公
園
施
設
を
道
の
駅
と
し

て
、
公
募
対
象
公
園
施
設
を
店

公
園
と
言
い
張
れ
ば
、
道
の
駅
も

商
業
施
設
も
建
設
が
可
能
な
の
か

柏
木 

徹 

議
員
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問　
今
夏
、
熱
中
症
で
８
人
が

小
・
中
学
校
か
ら
救
急
搬
送
さ

れ
た
。
暑
さ
指
数
測
定
器
を
配

置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
設
置
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問　
部
活
動
の
方
針
を
策
定
中

で
あ
る
が
、
熱
中
症
対
策
に
つ

い
て
客
観
的
な
数
値
で
活
動
を

制
限
す
る
内
容
と
な
る
の
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
指
数
な

ど
を
考
慮
し
検
討
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

性
暴
力
被
害
者
へ
の 

支
援
の
取
り
組
み
を

問　
国
の
調
査
で
、
女
性
の
13

人
に
１
人
が
無
理
や
り
に
性
交

等
さ
れ
た
被
害
経
験
を
持
つ
。

性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
「
か

な
ら
い
ん
」
や
協
力
病
院
の
周

知
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

問　
「
か
な
ら
い
ん
」
の
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
を
記
載
し
た
カ
ー
ド

を
全
て
の
公
共
施
設
の
ト
イ
レ

に
配
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
部
長
　
順
次
配
置
し
て
い

る
。
今
後
も
進
め
て
い
く
。

問　
市
民
病
院
が
協
力
病
院
で

あ
り
、
緊
急
避
妊
薬
の
処
方
な

ど
を
し
て
い
る
と
知
ら
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

市
民
部
長
　「
か
な
ら
い
ん
」

か
ら
紹
介
が
あ
る
と
考
え
る
が

広
報
は
今
後
研
究
し
て
い
く
。

い
政
令
市
又
は
普
通
交
付
税
の

不
交
付
団
体
で
あ
る
。
い
ず
れ

で
も
な
い
本
市
は
ラ
ン
キ
ン
グ

が
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
高
い
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
諸
条
件
の
中

で
の
参
考
値
と
認
識
す
る
。

問　
な
ぜ
行
政
改
革
推
進
委
員

会
で
議
論
し
な
い
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
議
論
し
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

問　
本
市
の
住
居
手
当
は
年
間

４
億
円
以
上
で
あ
る
。
全
国
の

85
％
の
自
治
体
は
廃
止
し
、
国

や
県
も
廃
止
し
て
い
る
。
本
市

も
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長
　
今
後
、
給
与
全
体

の
見
直
し
の
中
で
再
び
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
総
合
公
園
駐
車
場
の
有
料

化
で
、
４
４
０
０
万
円
の
料
金

収
入
の
見
込
み
に
対
し
、
本
市

に
は
１
５
３
万
円
し
か
入
ら
な

い
。
収
益
確
保
に
な
っ
て
い
な

い
が
な
ぜ
有
料
化
す
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
受
益
者
負
担

が
第
一
の
目
標
で
あ
る
。

問　
総
務
省
が
発
表
し
た
地
方

公
務
員
給
与
実
態
調
査
２
０
１

６
年
版
に
基
づ
き
、
東
洋
経
済

新
報
社
は
公
務
員
年
収
ラ
ン
キ

ン
グ
を
発
表
し
て
い
る
。
本
市

は
全
国
１
７
８
８
自
治
体
の
中

で
37
位
で
あ
っ
た
。
市
長
は
ど

う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
医
師
の
給
与

な
ど
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

参
考
値
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
と
本

市
職
員
の
平
均
年
収
は
６
９
８

万
７
９
０
０
円
で
あ
る
。
県
内

の
34
自
治
体
の
中
で
は
、
厚
木

市
、
川
崎
市
、
横
浜
市
、
藤
沢

市
に
続
い
て
本
市
は
５
番
目
に

高
い
。
４
市
は
地
域
手
当
の
高

こ
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る

熱
中
症
対
策
を
す
す
め
て
い
こ
う

江
口 

友
子 

議
員

職
員
年
収
ラ
ン
キ
ン
グ
全
国
37
位

平
塚
市
行
財
政
改
革
計
画
を
問
う

端 

文
昭 

議
員

インターネット中継

　本会議の質問と答弁の様子は、
インターネットで生中継と録画中
継を行っています。
　各議員の質問内容を詳しく知り
たい方は市議会ホームページから
アクセスしてください。議員、会 
派、ことばなどを検索して映像を
選べます。
　録画中継は発言日のおおむね１
週間後から、会議録をホームペー
ジに掲載するまでの間、ご覧いた
だけます。

問　
東
京
や
横
浜
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
国
々
の
バ
ス
停
に
は
屋
根

や
風
除
け
、
ベ
ン
チ
も
あ
る
の

が
当
然
で
あ
る
。
１
棟
当
た
り

約
３
０
０
万
円
で
で
き
る
。
ア

ク
リ
ル
板
の
壁
や
ベ
ン
チ
の
背

に
広
告
を
つ
け
て
建
設
費
を
捻

出
し
、
設
置
し
た
ら
ど
う
か
。

交
通
政
策
担
当
部
長
　
総
合
交

通
計
画
で
は
、
路
線
バ
ス
の
待

合
い
環
境
の
向
上
を
掲
げ
て
お

り
、
更
に
利
用
し
や
す
い
環
境

構
築
の
取
り
組
み
と
し
て
バ
ス

事
業
者
に
働
き
掛
け
て
い
く
。

「
自
転
車
の
町
平
塚
」 

を
も
っ
と
進
め
よ
う

問　
自
転
車
活
用
推
進
法
で
は

国
や
自
治
体
に
自
転
車
利
用
環

境
整
備
を
推
進
す
る
よ
う
に
求

め
て
い
る
。
市
民
の
健
康
や
観

光
目
的
に
金
目
川
、
花
水
川
、

鈴
川
、
渋
田
川
、
相
模
川
右
岸

な
ど
自
転
車
道
の
整
備
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。
１
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
お
き
に
は
風
除
け
や
ベ
ン
チ

の
あ
る
、
ト
イ
レ
や
喫
茶
程
度

の
営
業
の
で
き
る
休
憩
所
を
設

置
す
る
こ
と
で
防
犯
の
役
割
も

果
た
す
が
見
解
を
伺
う
。

交
通
政
策
担
当
部
長
　
自
転
車

利
用
環
境
推
進
計
画
で
は
、
河

川
沿
い
の
自
転
車
道
を
「
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
自
転
車
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
と
し
て
段
階
的
に

整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
歩
行
者
と
自
転
車
の
安
全

で
快
適
な
道
路
環
境
を
目
指
し

て
い
く
。

市

内

の 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
推
進

問　
駅
北
口
の
障
が
い
者
乗
降

場
の
段
差
は
わ
ず
か
で
あ
る

が
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
転

び
そ
う
に
な
っ
て
い
る
の
を
見

か
け
る
。
車
道
と
歩
道
の
境
を

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
駅
東
側
の
地
下
道

は
、
南
側
も
北
側
も
急
傾
斜
で

障
が
い
者
や
車
椅
子
、
高
齢
者

が
通
行
す
る
に
は
本
当
に
大
変

で
あ
る
。
地
下
道
を
広
げ
て
緩

斜
面
通
路
、
あ
る
い
は
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
市
内
各
施
設
や
市

道
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
総
点
検

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

交
通
政
策
担
当
部
長
　
バ
リ
ア

フ
リ
ー
基
本
構
想
と
そ
れ
に
基

づ
く
事
業
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
参

加
し
て
も
ら
い
現
地
点
検
調
査

を
実
施
し
、
公
共
施
設
や
そ
れ

ら
を
結
ぶ
徒
歩
で
の
移
動
に
お

け
る
課
題
を
整
理
し
た
。
市
内

の
各
施
設
に
つ
い
て
は
、
整
備

時
点
に
お
け
る
基
準
で
整
備
し

て
い
る
が
、
大
規
模
改
修
時
な

ど
に
利
用
者
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
施
設
改
修
を
進
め
て
い

く
。

市
内
の
バ
ス
停
に
屋
根
と
風
除
け

と
ベ
ン
チ
を
つ
け
よ
う府

川 

勝 

議
員

無
所
属

中
学
校
給
食
に
つ
い
て

問　
中
学
校
昼
食
検
討
委
員
会

か
ら
共
同
調
理
場
方
式
に
よ
る

完
全
給
食
の
実
施
に
つ
い
て
提

言
が
出
さ
れ
た
。
市
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

学
校
教
育
部
長
　
学
校
で
の
昼

食
の
重
要
度
が
増
し
て
お
り
、

完
全
給
食
実
施
を
判
断
し
た
。

問　
単
独
校
方
式
又
は
親
子
方

式
の
導
入
を
検
討
す
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長
　
多
額
の
財
政

負
担
が
生
じ
る
こ
と
な
ど
か
ら

課
題
は
多
い
と
考
え
て
い
る
。

提
言
に
あ
る
共
同
調
理
場
方
式

を
基
本
に
検
討
し
て
い
く
。

問　
共
同
調
理
場
に
は
ど
の
程

度
の
土
地
が
必
要
に
な
る
か
。

学
校
教
育
部
長
　
仮
に
、
現
在

の
北
部
と
東
部
の
共
同
調
理
場

を
１
場
で
新
設
す
る
案
に
、
中

学
校
給
食
分
を
加
え
る
と
、
食

数
は
約
１
万
６
千
食
と
な
る
。

こ
れ
に
必
要
な
土
地
は
、
他
自

治
体
の
事
例
か
ら
約
９
千
平
方

メ
ー
ト
ル
と
考
え
る
。

問　
１
か
所
で
で
き
る
と
い
う

判
断
か
。

学
校
教
育
部
長
　
可
能
性
は
高

い
も
の
と
考
え
る
。

国
の
障
が
い
者
雇
用 

水
増
し
の
実
態
か
ら

問　
中
央
省
庁
の
８
割
が
障
が

い
者
雇
用
を
水
増
し
し
て
い
た

実
態
を
市
は
ど
う
捉
え
た
か
。

総
務
部
長
　
不
適
切
で
あ
る
と

認
識
し
、
本
市
も
確
認
し
た
と

こ
ろ
対
象
の
障
が
い
者
の
範
囲

に
誤
り
が
あ
っ
た
。
大
変
遺
憾

で
あ
り
、
深
く
お
詫
び
す
る
。

問　
過
去
５
年
間
で
本
市
の
採

用
試
験
を
受
け
て
採
用
さ
れ
た

障
が
い
者
は
何
人
か
。

総
務
部
長
　
５
年
間
で
正
規
職

員
の
採
用
試
験
に
44
人
の
応
募

が
あ
り
、
２
人
を
採
用
し
た
。

中
学
校
給
食
の
早
期
実
現
と

障
が
い
者
雇
用
の
拡
充
を

松
本 

敏
子 

議
員

所 属 議 員
日本共産党平塚市議会議員団

髙山 和義 議員

　皆さんの意見や要望を議会に伝え、
市政に反映させる方法として請願と陳
情があります。
　請願は、紹介議員を必要とし、提出
後は所管の常任委員会などへ付託し、
審査します。その後、委員会審査の結
果を本会議に報告し、議会としての採
択、不採択などを決定します。
　陳情は、請願と同じような性格のも
のですが、紹介議員を必要としないと
いう違いがあります。提出後は議会運
営委員会でその取り扱いについて協議
します。

請願・陳情を市議会へ

「かならいん」のカード
市内公共施設のトイレに配置

　本会議場などの議会施設を見学してみ
ませんか。
　見学には事前に議会局へのお申し込み
が必要です。議会開催期間などを除く開
庁日に見学できます。

議場見学にどうぞ
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　市議会の本会議や委員会は、どなたでも傍聴
できます。会議の開催日に市役所本館８階にお
越しください。本会議では、車いす席やお子様
連れの方のための特別傍聴席も設けています。
会議は午前10時に開会の予定です。
　また、定例会本会議はケーブルテレビ（SCN）
での生中継と当日夜の録画放送、インターネット
での生中継と録画中継の配信を行っています。
●本会議の傍聴に手話通訳者の派遣ができます
　聴覚に障がいのある方を対象に、市議会の本
会議の傍聴に手話通訳者の派遣ができます。傍
聴希望日の３週間前までに、議会局へお問い合
わせください。

市 議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か

問い合わせ
平塚市議会 議会局 ☎0463-21-8791

湘南フォーラム（湘）
内堀祐一　　小泉春雄　　府川正明　　山原栄一
出村　光

公明ひらつか（公）
伊東尚美　小笠原千惠美　秋澤雅久　　鈴木晴男
永田美典

清風クラブ（清）
佐藤貴子　　数田俊樹　　野崎審也　　諸伏清児
坂間正昭　　須藤量久　　片倉章博　　黒部栄三

平塚自民クラブ（自）
柏木　徹　　臼井照人　　金子修一　　吉野和美
日本共産党平塚市議会議員団（共）
渡辺敏光　　髙山和義　　松本敏子
無所属
Ａ江口友子　Ｂ端　文昭　Ｃ府川　勝

会 派 と 所 属 議 員

審議の結果

　本会議など各種会議での質問や答弁などは、
会議録にまとめて公開しています。
　９月定例会の会議録は11月下旬から公開しま
す。市役所本館８階の議会図書室や５階の市政
情報コーナー、各地区の公民館、各図書館でご
覧ください。
●会議録検索システムのご利用を
　閲覧には、市議会ホームページの会議録検索
システムもご利用ください。キーワードや日程、
発言者から検索できます。

今定例会の会議録は
11月下旬に公開

市長提出議案
○は賛成　×は反対

（各会派の正式名称はページ左下に記載しています）

　９月定例会に平成29年度決算に関する議
案が提出されたことを受け、議会では決算
特別委員会を設置し、閉会中、継続審査す
ることにしました。
　９月26日と27日に審査を行い、全ての議
案について認定すべきものと決定しました。

【委 員 長】数田　俊樹（写真）
【副委員長】府川　正明
【委　　員】伊東　尚美
 髙山　和義
 片倉　章博
 金子　修一

※ 審査概要は、次号のひらつか議会だよりで
お伝えします。

決算特別委員会を設置

議案番号 件　名 結果 清 公 湘 自 共 Ａ Ｂ Ｃ

認第1号 決算の認定について
〔平成29年度平塚市一般会計・特別会計決算〕

継続
審査 ― ― ― ― ― ― ― ―

認第2号 決算の認定について
〔平成29年度平塚市病院事業決算〕

継続
審査 ― ― ― ― ― ― ― ―

認第3号 決算の認定について
〔平成29年度平塚市下水道事業決算〕

継続
審査 ― ― ― ― ― ― ― ―

第51号 専決処分の承認について
〔平成30年度平塚市一般会計補正予算〕 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第52号 平塚市協働のまちづくり基金条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第53号 平塚市附属機関設置条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第54号
地方税法第314条の７第1項第4号に掲げる寄附金を受け
入れる特定非営利活動法人等を定める条例の一部を改
正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第55号 平塚市民センター条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第56号 平塚市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第5７号 平塚市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

第58号
平塚市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並び
に指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的
な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改
正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第59号 平塚市建築基準条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第60号 損害の賠償について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第61号 指定管理者の指定取消しについて〔馬入ふれあい公園〕 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

第62号 指定管理者の指定について〔馬入ふれあい公園〕 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

第63号 市道路線の廃止について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第64号 市道路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第65号 利益の処分について 継続
審査 ― ― ― ― ― ― ― ―

第66号 平成30年度平塚市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ × × × ○

第6７号 平成30年度平塚市国民健康保険事業特別会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第68号 教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第69号 公平委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第７0号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願番号 件　名 付託委員会 結果

平成29年
第７号

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善
を求める意見書を提出することを求める請願 環境厚生常任委員会 継続審査

平成29年
第8号

「介護労働者の労働環境改善及び処遇改善の実現」を求める
意見書を提出することを求める請願 環境厚生常任委員会 継続審査

請　願

報告番号 件　名

第11号 継続費の精算報告について

第12号 健全化判断比率について

第13号 公営企業の資金不足比率について

第14号 専決処分の報告について

報　告

平塚市議会　会議録 検　索

12月定例会の予定

12月７日金

12日水

10日月

14日金

11月28日水

11日火

17日月
21日金

本会議

本会議（総括質問）

本会議（総括質問）

本会議（総括質問）

本会議（総括質問）

常任委員会（総務経済・都市建設）

常任委員会（環境厚生・教育民生）

本会議（表決など）

決算認定議案などの表決
提案説明など⎝

⎛

⎝
⎛


